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くにたち中央図書館 

〒186-0003 国立市富士見台2-34 

☎042-576-0161 

くにたち北市民プラザ図書館 

〒186-0001 国立市北3-1-1 9棟 

☎042-580-7220 

https://www.library-kunitachi.jp 

  

  

平成２９年（２０１７年）１１月号 

（「くにたちのとしょかん」通号１４３号） 

 

市制50周年事業 

『くにたち』自然が作ったくらし、 

技術が変えた「まち」のすがた 

第２回  

新しい町ができる  

国立大学町開発と富士見台団地 

市報縮刷版でたどる 

「市章」「国立市の歌」ができるまで 

 

 

 

大人のぬり絵体験 
いよいよ秋も本番です。読書するのに気持ちの良い気

候となりました。ぜひ図書館で、静かな夜に読む本や、気
分に合うＣＤを探してみてください。 

中面では、図書館の職員が、10代の人たちに向けて「秋
の夜長におすすめの本」を紹介していますので、読書の参
考にしてみてください。 

少し気が早いようですが、児童室や各分室からはクリ
スマスを感じさせる催しのお知らせがあります。お気軽
にご参加ください。 

 

 

 

児童室講演会 

地域資料展示 

ワークショップ 

【鈴蘭さん プロフィール】 

国立市在住の画家。国立市公民館で活動する美術サークルの講

師や、昨年はくにたち文化・スポーツ振興財団主催の「一芸塾」の

絵画講師などを務めた。国立市内で美術に関わる活動をしている。

2017 年に、はじめての絵本『ジナ ジナ ジーナ』（SAKURAI 

ART SYSTEM）を出版した。 

日時 11月25日（土）午後2：00～4：00 

場所 北市民プラザ 第1・第2会議室 

講師 鈴蘭さん（絵本作家・画家） 

持ち物 ①筆記用具 ②色鉛筆  

対象 中学生以上（市内在住の方が優先） 

定員 20名（申込先着順） 

申込み 10月25日（水）午前10：00から 

北市民プラザ図書館へ電話または直接申込み 

 これは昭和 42 年 2 月1 日発行の「広報くにたち」に掲

載された記事です。しかし、当初予定された発表は延期され、

最終的には入選するものがありませんでした。市章は町章

を、市歌は「くにたちの歌」がそのまま使われることになっ

たのです。 

では、それらはどのように決まったのでしょうか。「市報く

にたち縮刷版」には町の時代の広報も収録されています。市

章・市歌が決まっていく様子を広報の記事から辿ります。 

中央図書館3Ｆ階段展示スペースにて。 

  

 

第１回では、長い時間をかけて多摩川が削った地形（ハ

ケ：河岸段丘）と、そこに湧き出る泉、泉の周辺での古代

の人々の暮らしにスポットを当てたお話を伺いました。 

第２回は、機械技術により町が大きく変化する瞬間に

スポットが当たります。鉄道線路敷設と国立駅開設。「や

ま」と呼ばれていた雑木林を切り開いた「国立大学町開

発」。国立町から国立市へ変わることになった、富士見台

団地建設。当時の様子がわかる写真なども見せていただ

きます。 
『市制施行を記念して 市章と市歌を募集  

ふるってご応募ください』 

 日時  １１月２３日（木・祝） 

午前10：３０～１１：３０  

※講演会終了後くにたち郷土文化館常設展示の見学可 

会場 くにたち郷土文化館 講堂 

講師 中村良和さん（くにたち郷土文化館学芸員） 

対象 小学３年生以上  

定員  ３０名（親子参加可：大人を含む） 

申込み・問合せ 中央図書館 042-576-0161 
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図書館員が10 代におすすめする「秋の夜長に読みたい本」 

『アリソン』 時雨沢恵一／著 

（メディアワークス） 

・大きな大陸が一つだけある世界 

・大きな河を挟んで2つの国がある 

・両国は長きにわたって戦争状態 

・ここに空軍の少女と聡明な学生がい

ます 

・二人は戦争を終わらせることができ

る宝の存在を聞かされます 

Ｑ．さて二人はどうするでしょう？ 

（ひぐちゃん） 

 

『ＹＯＫＡＩ ＮＯ ＳＨＩＭＡ  

日本の祝祭－万物に宿る神々の仮装』シャル

ル・フレジェ／著 （青幻舎） 

 この写真集を開いてまず感じたのは「カッコ

イイ！」ってことでした。たくさんの不思議す

ぎる衣装のポートレイト写真は、いったいどこ

の国で撮られたものだろう･･････と思ったら、

なんと日本。（撮影したのはフランス人のよう

です） 

祭りの儀式そのものからは切り離された「異

形の装い」の写真は、秋の夜みたいに気持ちを

自由にしてくれるような気がします。（Ｙ） 

 

 

 
『美女と竹林』森見登美彦／著 

（光文社） 

秋ですね。ＹＡ世代のみんなは、部活にテ

ストに、けっこう忙しい季節だよね。 

こんなときは、思いっきり笑える本を読ん

で、心と体をリラックス！ 

竹林と乙女に異常な情熱を注ぎ込む登美

彦氏と、彼を取り巻く人々のへんてこな日々

が綴られているよ。爆笑必至！ 

（あーや） 

 

育ちざかり食欲の秋には、『一人ぶんか

ら作れるラクうまごはん』瀬尾幸子 ／

著 （新星出版社）  このラクうまシ

リーズおすすめです、食べたいものは自

分で作って！ 

そして、１０代のしめくくりに『忘れら

れた日本人』宮本常一／著 岩波書店 聞

き書きによる、辺境の住む名もない人の生

きざまに胸が熱くなります。（H） 

北斗学園七不思議シリーズ3部作『王国
は星空の下』『闇の聖杯、光の剣』『アル

カディアの魔女』 
篠田真由美／著 （理論社） 

皆さ～ん、学園祭のシーズン到来！学

園祭といえば、学園ミステリーはいか

が？ 

鬱蒼
うっそう

とした森に囲まれた90年の歴史

を持つ全寮制の北斗学園。主人公は中学

２年のアキ、ハル、タモツの３人組。学

園の七不思議の謎を追ううち、３人組は

深みに嵌
は

まっていく。ゴシック風の建築

物、秘密結社、黒魔術、占星術、謎めい

た暗号文や、キャラクターに魅了され

て、ハラハラドキドキ！３冊読み終わる

まで気になって、寝不足必至だよ！ 

（ピーコ） 

 

『世界でいちばん貧しくて美しいオーケス

トラ』トリシア・タンストール／著 原賀

真紀子／訳（東洋経済新報社） 

 1975 年にベネズエラで生まれた教育プ

ログラム、エル・システマ。スラムの子ども

たちに合奏や合唱を学ぶ場を提供し、貧困と

暴力、犯罪から救い出す社会変革を展開して

きた。一流の音楽家を輩出していることに世

界が注目する。日本でも２０１２年に始まっ

た。人間の素晴らしさを知ることができる１

冊！（みーな） 

 

『流
りゅう

』 東山彰良／著 （講談社） 

153回直木賞受賞作品。台湾を舞台にし

た青春ストーリーは高校生にお勧め。 

日本人にとって地理的にはとても近い台

湾だが、歴史的にも大きく関わりを持って

いる。しかし学校で習った記憶がない。歴

史の複雑さを頭で理解していも、リアリテ

ィがまったく無かった。 

この小説を読んだ後には、そのイメージ

に色や匂いがついた。教科書では無理なこ

とが、「小説」だと出来るんだなあ、と思わ

されました。（Ｕ ） 

 

 

特集 

『社会人大学人見知り学部卒業見込

み』若林正恭／著 

（メディアファクトリー） 

自分のことを「人見知り」や「暗

い」と思っている人に読んで欲しい一

冊です。深く共感できるとともに、自

分を改めて見つめ直す良い機会になる

と思います。また、著者がお笑い芸人

ということもあって、けっこう笑いな

がら読めます。（はせけん） 

 

『ジャパン・トリップ』 岩城けい／著 

（角川書店） 

オーストラリアから日本へのホーム

ステイに参加した子ども達はそれぞれ

の希望や期待とともに大阪にやってき

ました。短い滞在期間で子ども達は何

を経験し感じるのでしょうか？ 

ホームステイに興味がある人、まっ

たく考えたことのない人にもおすすめ

します。（ちぇしゃ） 
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おススメ本 

・『謎の独立国家ソマリランド』 

 高野秀行／著 本の雑誌社 

・『円周率の謎を追う』 

 鳴海風／作 くもん出版 

・『謎解き錯視傑作１３５選』 

ジャンニ・Ａ・サルコーネ／著 創元社 

 

 

 

 

 

参加は無料、申込みは不要です。途中入場はできませんので、

時間までにお越しください。 

問合せ 中央図書館 ０４２-５７６-０１６１ 

くにたち図書館で行なっているお話会（昔話や物語等

の語りを聞かせるストーリーテリング）を、大人の方向

けに行います。ぜひご来場ください。 

 

<第四回>  

日時 １2月４日（月） 

   午後２：３０～（２：００開場） 

場所 北市民プラザ図書館 

内容 「ババヤガーの白い鳥」「こびととくつや」 

   ほか 

お話：くにたちお話の会 図書館職員 

 

児童：今月の本棚（中央館2Ｆ階段踊り場） 

一般：今月の本棚 （中央館1Ｆ） 

 

  

 

 １１月といえば･･････？ 酉の市をはじめとする、

お祭りがあったり、鳥たちが越冬する時期ですね。そこ

で、色々な「とり」にまつわる本を集めてみました。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 謎 」 
この世は謎に満ち溢れています。それらに科学的オカル

ト的心理的などの解決法が存在しようとも、きっと無くな

ることはないでしょう。 

解決に至るには大変なこともあります。ですが、謎を解明

していくのって楽しいですよね？ 

「魅本帖」ＹＡすたっふジャック！！ 

中央図書館１Ｆエレベーター横にある「魅本帖（みほ

んちょう）」をご存知ですか？ 「魅本帖」は、利用者の

皆様から募ったおすすめ本の紹介文を掲載しているコ

ーナーです。 

この「魅本帖」を･･････中高生ボランティア「ＹＡす

たっふ」が華麗にジャックいたします！ ＹＡすたっふ

がおすすめする本でコーナーを埋め尽くす予定です。 

ぜひチェックしてくださいね！ 

『あわてんぼうのニワトリねえさん』佼成出版社（E/3） 

十二支の動物が主人公の昔話絵本シリーズの一冊。ニワト

リのコッコねえさんが赤ちゃんを産む、明るく楽しいお話。

沖縄県竹富島に伝わる昔話です。 

 

『くちばし どれが一番りっぱ？』福音館書店（E/4） 

色々な鳥たちがくちばしを比べあい、どのくちばしが一番

立派か話しあっていると･･････？ 1924 年出版の絵本が

原作ですが、ストーリーと絵は、現在でも楽しめる作品。 

 

大人のためのお話会  

～昔話の語りをきいてみませんか？～ 
 

<第三回> 

日時 １１月６日（月） 

   午後２：３０～（２：００開場） 

場所 中央図書館２Ｆ 

内容 「赤鬼エティン」「太郎コオロギ」ほか 

お話 くにたちお話の会 

 

http://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=1020#book1
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図書館 冬のお楽しみ会 ※参加無料です

冬のお楽しみ人形劇「あかずきん」ほか  

大人のための冬の工作 『クリスマスリースを作る』 

くにたちの自然素材をふんだんに使った、クリスマスリースを作ります。リースは日持ちも良いので、

クリスマスから新年にかけて、家を素敵に彩ってくれます。自分の好みに応じて自由にデザインすること

ができますので、是非お気軽にご参加ください。  

 

南・谷保東 

 

日時  １２月９日（土）午前１０：３０～１１：３０（予定）  

場所 中央図書館 ２階集会室 

内容 人形劇「あかずきん」ほか、お話やえほん手遊びなど。 

お子さんとお楽しみください。 

出演 長井裕子さんといちごの会 

申込み 不要 

問合せ 中央図書館 042-576-0161 

中央 

人形劇や手遊びなど、楽しい催しがいっぱいです。 

お父さんお母さんもご一緒に参加ください。 

日時  ①１１月２４日（金）午後２：３０～４：００  

    ②１１月２９日（水）午後２：３０～４：００  

   （完成した方から解散）  

会場 ①谷保東分室 谷保東集会所 ２階和室 

   ②南市民プラザ分室 

持ち物 直径２０cm程度のリースの台（市販品 一人１個） 

※参加者お一人につき材料１つ分のご用意です。余った材料はお持ち帰りいただけます。 

講師 神成 カネさん 

定員  各２０名（申込先着順） 

対象 大人の方（小学生以下の児童は保護者同伴）    

申込み   

① 11月8日（水）午後２：00より、谷保東分室へ電話または直接申込み 

② 11月6日（月）午後２：00より、南市民プラザ分室へ電話または直接申込み 

問合せ ①谷保東分室 042-580-7214 

②南市民プラザ分室 042-580-7216 
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クリスマス人形劇  

 

冬の工作とお楽しみ会 

赤ちゃんとママのお楽しみ会 

牛乳パックで電車を作ろう 

日時 １２月６日（水） 

   午後３：３０～４：００ 

場所 青柳分室（青柳福祉センター1階和室） 

内容 パネルシアター「たのしいおもちゃばこ」ほか 

   紙芝居「わんわんわん」ほか 

   大型絵本「ぴょーん」、手遊びなど 

申込み 不要 

問合せ 青柳分室 ０４２-５４０-７３６７ 

 

日時 １２月１５日（日） 

   午後３：００～３：３０ 

場所 北市民プラザ 多目的ホール 

   ※北市民プラザ図書館と同じ建物です。 

内容 人形劇「ぐりとぐらのおきゃくさま」ほか 

出演 しおりの会 

申込み 不要 

 

問合せ 北市民プラザ図書館 

電話 042-580-7220 ※火曜日休館 

 

①工作「フェルトで作る“プチX’mas Tree”」 

日時 １２月８日（金）午後２：３０～ 

定員 ４０名（申込先着順） 

申込み １１月２４日（金）午前１０：００より、 

東分室へ直接または電話申込み  

②お楽しみ会 

日時 １２月８日（金）午後午後３：３０～ 

内容 パネルシアター「ブレーメンの音楽隊」ほか 

出演 きゃんどる 

申込み 不要 

 

問合せ 東分室 042-580-7219 

＊①工作終了後に②お楽しみ会を行ないます。 

 ぜひあわせてご参加ください！ 

日時 １２月８日（金）午後２：３０～４：３０ 

対象 ３歳～ ※小学生未満は保護者同伴 

定員 １５組  

講師  金五穂子さん 

申込み 要予約 

１１月２４日（金）午後２：００より、 

下谷保分室へ電話または直接申込み 

問合せ 下谷保分室 042-580-7215 

 

北 

 

東 

青柳 

下谷保 
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    午後2時-5時

　　午後3：30-

　　第2・4金曜日

　　午前11：00-

　　午後4：00-

→11/10、24

　　午後3：45-

●おはなしのじかん

→11/5、12、19、26

　　午後3：30-

　　午後3：00-

●かみしばいのじかん

毎週土曜日

→11/4、11、18、25

　　第２日曜日

→11/6、13、20、27 →11/1、15、29　　午前10：00-正午

●えほんとおはなしの

　　　　　　じかん

　　午前11：00- ●おはなしのじかん

　　　（5歳以上）

●工作のじかん

　　第4水曜日→11/4、11、18、25

　　②午後3：30-

→11/8、22

　　午後3：00-

042-580-7214 →11/1、15、29→11/1,8,15,22、29

　　毎週日曜日

　　午前11：00- 　　午後3：00-

●おひざにだっこ

　　　　（0～2歳）

金・土　　午前10時-5時

月・金 午後2時-5時 水・金 午後2時-5時

　　第1・2水曜日 　　第4月曜日 ●おひざにだっこ

　　　　（0～2歳）

　　第2・4土曜日

　　①午前10：00- 　　午前10：30-

　　午後3：00-　　②午前10：30- →11/27

　　毎週月曜日

　　午後3：00-

　　第1･3・5水曜日●南書庫公開

　　第3土曜日

月・水・木・金　 水・木・日　午後2時-5時●おひざにだっこ

　　（0～2歳）

●わらべうたであそぼう

　（1歳半～3歳）

土･日　午前10時-5時

●えほんとおはなしの

　　　　　　じかん

042-580-7219

中央図書館 北市民ﾌﾟﾗｻﾞ図書館 南市民ﾌﾟﾗｻﾞ分室 下谷保分室 青柳分室 東分室

042-576-0161 042-580-7220 042-580-7216 042-580-7215 042-540-7367

　　第2・4水曜日

　　①午後3：00-

→11/1、8

●えほんのじかん

　　（2歳以上）

　　第1･3･5水曜日　　毎週水曜日

谷保東分室

→11/10、17、24→11/5、19、26

　　毎週日曜日

→11/1,8,15, →11/5、12、19、26

→11/22　　午後3：30-　　午前11：00-

　　午後3：00-

→11/18

　　毎週水曜日

　　午後3：30-

→11/1、8、15、

　　毎週金曜日

　　午後3：30-

→11/10、17、24

●えほんのじかん

　　（2歳以上）

22、29

●おはなしのじかん

　　（5歳以上）

　　毎週水曜日

→11/12

●えほんとおはなし

　　　　のじかん

●えほんのじかん

　　（2歳以上）

●えほんのじかん

　　　（2歳以上）

→11/1、8、15、22、29

→11/1,8,15,

   毎週水曜日

　　午後2：30- 　　午後3：30-

　　毎週土曜日  22、29 水・金 午後2時-5時

→11/11、25

　　毎週日曜日 　　毎週金曜日　　毎週水曜日

　　　　  22、29

１１月の各図書館イベント一覧 

 

 

開館時間 

 

中央図書館 

午前9：30～午後7：00 

（土・日・祝日は午後5：00まで） 

北市民プラザ図書館 

午前9：30～午後5：00 

（祝日を除く水曜は午後7：00まで） 

【祝日の開館について】 

中央・北市民プラザ図書館は、祝日も開館 

各分室は、開室日が祝日にあたる場合は休館、 

ただし、祝日が土日の場合は開室いたします。 

中学生の職場体験 

9 月5 日（火）から７日（火）までの3日間、中央図書館と

北市民プラザ図書館で中学生の「総合的な学習の時間」の一環と

して、国立第二中学校２年生の地域職場体験学習が行なわれまし

た。中央図書館では３名の男子中学生が、予約の入った本を探し

出す作業や、カウンターでの貸出・返却など、様々な仕事を体験

しました。 

YA（ヤングアダルト）のお勧め本のポップ作りや、絵本の読

み聞かせにも挑戦しました。３名の生徒さんからは、「実際に図

書館の仕事を体験できて、これから役立ちそう」、「図書館の仕事

は想像したよりも大変だった」、「今回の体験を自分の将来に生か

したい」などの感想が寄せられました。 

  


